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●感想・体験　●伝えたい情報

●その他不登校に関すること

＜メール＞toiawase@hoshinokai.net
＜ＦＡＸ＞　０９７２－２４－３５５７

原稿は、FAXかメールでお寄せ下さい。掲載の際に匿名・イニ

シャルなど希望する場合は、そのことを書き添えて下さい。

原稿をお寄せ下さい 寄付の募集

郵便振替

＜口座記号番号＞　01710-8-142651　
＜加入者名＞　不登校を考える星の会

活動を継続・発展させていくために寄付や切手等の寄
贈をお願いしています。力をかして下さい。尚、寄付

・寄贈していただいた方は会報
で紹介させていただきます。

○昼の大分例会…3月5日（土）13：00～16：30

○別　府　例　会…3月5日（土）19：00～21：00

○豊後大野例会…3月10日（木）19：00～21：30

○津　久　見　例　会…3月11日（金）19：30～21：30

○夜の大分例会…3月18日（金）19：00～21：30

○湯　布　院　例　会…3月24日（木）19：30～21：30

会報発送のボランティアを募集しています。協力していただける方は河野さんまで連絡をください。

例
会
の
予
定

会報発送作業
■2月25日（木）14：00～
■ジョイフル米良店
■お尋ねは河野
（080-5272-9360）まで

寄付のお礼

 １日めは「親の会」について、星の会（大

分県）の歩みと取り組みについて、加嶋

さんが話をしました。

　ここで「親の会」には２つの形がある

ことを知りました。専門家のいる「サポ

－ト・グル－プ」と専門家のいない「セ

ルフヘルプ・グル－プ」です。そして、

やはりというか、サポ－ト・グル－プに

集まる（解決策が欲しい）親が多いとい

うことを知りました。

　私も、息子が不登校になった初期の頃

は不安とあせりから解決方法を探し、専

門家に相談したことを思い出しました。

当時、どちらかを選ぶとしたらアドバイ

ス（解決策）を受けられるグル－プを求

めたことでしょう。

　しかし、最終的にはセルフヘルプ・グ

ル－プである星の会で不安やあせりが癒

されていきました。同じ立場の親同士が

気持ちを共有しあうことで生まれる気付

きが自分を癒し、助けてくれました。ま

さにセルフヘルプ。

　不登校の息子と二人で取り残されてい

くような孤独感を救ってくれたのも共感

（気持ちの共有）であったと思います。

苦しい息子の気持ちを知り、思いやるこ

とができるようになったのも他のお母さ

んの体験談からでした。

　また、私の場合、息子に対する嫌悪感

が強かったのですが、共感してもらえた

ことでそれが薄れ、優しい気持ちに持ち

変えることができました。それは堅く殻

をまとっていた息子の心を癒していくこ

とにもなったと思います。　私が星の会

で得られたたくさんの気付き（共感から

得られる力）を、少しでも多くの親に体

験してほしいと思っています。そのため

には星の会の例会の更なる充実が必要

で、それは経験の長い短いにかかわらず

たくさんの会員が参加した多くの共感が

得られる場にすることだと思います。

　私たち世話人の役割を再認識し、より

充実した星の会を目指していくことが大

切だと思いました。今回、九民研に参加

したことで星の会の果たす役割を再確認

して会員同士、手をつなぎ、力をあわせ

て、一人でも多くの方に星の会を届けた

いと改めて強く思いました。

　２日めは、「よりそうこと」と題して

星の会の会員さん（母親）の体験談を聴

きました。

　息子さんが不登校を始めた頃の辛い話

に当時の自分の気持ちが呼び起こされま

した。明るく、また、淡々と話されるそ

の心の内は、どれほど悩みや葛藤があっ

たことか。

　私たち親は、子どもが不登校を始めた

ころは例外なく「なぜわが子が？原因

は？」と、悩み苦しむ孤独な時間を過ご

します。この時期の苦しみを話すことで、

同じ立場にある親同士だからこその単な

る同情ではない気持ちの共有が生まれる

と思います。

　息子さんとの長い時間の様々な出来事

ややり取りを語ってくれた彼女の話を聴

くことで、「よりそうこと」を考え、学

ぶことができた気がします。息子さんと

の「今」を語る穏やかな彼女の表情から

勇気をもらいました。彼女の息子も私の

息子も、今を懸命に生きていることはま

ちがいないと思います。そして、私たち

も今を精一杯いきています。星の会とと

もに。

加嶋様

　何度もご連絡いただきましたのに、

現在入院中で、大変失礼して申し訳

ありませんでした。

　年会費を納められないままでした

ので、お礼の気持ちを含めて入金さ

せていただきました。ずっと、気持

ちを助けていただき、感謝でいっぱ

いです。お陰様で娘は、通信制高校

に決め、愉しみながら毎日を過ごし

ております。

　これからも加嶋様のご健康とご多

幸をお祈りしています。本当に本当

にありがとうございました。

九州民教研に参加して
九州民教研（九州民間教育研究団体連絡会の研修会）に参加してきま
した。星の会からは８人の参加でした。河野さんが不登校分科会に参
加した感想をまとめて下さったので、その手記を載せます。

■河野さんは、大分星の会の世話人をして

下さっています。例会では、進行係を務め

ていただいていますが、そのまなざしはま

っすぐであたたかいです。安易なアドバイ

スではなくて、過去の自分を重ねながら、

しっかり参加者の心を受けとめながら考え

ています。

退会される方からのメッセージ

神奈川県の会員さんが退会されま
す。ご寄付とメッセージを寄せて
くれました。

河野清子 ＯＢＳラジオに出ました
1 月 24 日 （日） の 17 ： 30 にあるＯＢＳ

ラジオの 「週刊ラジオマガジン」 に出演

しました。 60 分間の番組で、 星の会の

ことや 「明日が見える」 研究所のこと

や 「ひきこもり情報誌」 のことを詳しく

話す機会をいただきました。


